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Linux基礎(Mac版)

東京大学大学院農学生命科学研究科
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メール: info@iu.a.u-tokyo.ac.jp
X：@Agribio_utokyo

2024.5.09版 バイオインフォマティクス分野で開
発・提供されているプログラムの多く
は、Linux環境で動かすことを前提と
しています。ここでは、Macにプリイ
ンストールされているターミナルの基
本的な利用法を紹介します。Macおよ
びChromeで動作確認しています。
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はじめに1

3

①Linux(りなっくす)とは、Macや
Windowsのようなオペレーティングシ
ステム(OS)の1つです。Linuxでは、基
本的に専用のLinuxコマンドを打ち込
んで解析を進めていきます。そのため、
最初はコマンドを覚えるのが大変です
が、慣れると非常に効率よく解析を行
うことができるメリットがあります。
実際、多くのバイオインフォマティ
シャンはLinuxを使いこなしています。

①



はじめに2

4

MacにはmacOS VenturaやSonomaが、そ
してWindowsには10や11といった派生
版が存在します。これと同様に、②
LinuxにもDebianやRed Hatなどいくつ
かの派生版があります。Macでは、
Linux環境をインストールしなくても、
ターミナル.appを起動するだけで
Linux環境を使用することができます。

②
③
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ターミナルの起動と終了1

6

①アプリケーションの②ユーティリ
ティにある③「ターミナル」を起動。

①

②

③



ターミナルの起動と終了2

7

起動後はこんな感じになればOKです。
終了は、①×ボタンを押せばよいです。

①
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ターミナルの設定1

9

①
②

ターミナルのフォントやウィンドウの
サイズなどを変更する場合は、ターミ
ナルの①設定を選択して、②プロファ
イルを起動。



ターミナルの設定2

10

②

①

プロファイルの①テキストタブで②変
更ボタンをクリック、起動した③フォ
ントメニューで④フォントの種類や⑤
サイズを変更できます。（設定は新た
に起動したターミナルから反映されま
す。）

④ ⑤

③



ターミナルの設定3

11

①ウィンドウタブの②ウィンドウサイ
ズで縦＝③列、横＝④行で設定します。

①

②

③ ④
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lsとpwdコマンド1

13

基本的にはLinuxコマンドを駆使して
様々な作業を行っていくことになりま
す。それゆえ、Linuxコマンドをある
程度使いこなす必要があります。



lsとpwdコマンド2

14

基本的にはLinuxコマンドを駆使して
様々な作業を行っていくことになりま
す。それゆえ、Linuxコマンドをある
程度使いこなす必要があります。例え
ば、①ls（えるえす）は、今いる場所
のファイルやフォルダをリストアップ
するコマンドです。複数のフォルダが
表示されました。

①



lsとpwdコマンド3

15

基本的にはLinuxコマンドを駆使して
様々な作業を行っていくことになりま
す。それゆえ、Linuxコマンドをある
程度使いこなす必要があります。例え
ば、①ls（えるえす）は、今いる場所
のファイルやフォルダをリストアップ
するコマンドです。複数のフォルダが
表示されました。次に、「今自分はど
こで作業をしているのか?」を表示さ
せるのが②pwdコマンドです。これは
print working directoryの略です。

②



lsとpwdコマンド4
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③

基本的にはLinuxコマンドを駆使して
様々な作業を行っていくことになりま
す。それゆえ、Linuxコマンドをある
程度使いこなす必要があります。例え
ば、①ls（えるえす）は、今いる場所
のファイルやフォルダをリストアップ
するコマンドです。複数のフォルダが
表示されました。次に、「今自分はど
こで作業をしているのか?」を表示さ
せるのが②pwdコマンドです。これは
print working directoryの略です。
この場合は、③「/Users/student」と
なっていることが分かります。
studentの部分は使用中のMacのユーザ
名に相当するものなので、ヒトそれぞ
れです。この場所は、ターミナル起動
直後のデフォルトのフォルダ(Linuxの
世界ではディレクトリ)であり、
「ホームディレクトリ」と呼ばれる場
所になります。
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MacのFinderで…1

18

①の場所へのアクセス法です。まず、
DockなどからFinderを開きます。

①



MacのFinderで…2

19

①の場所へのアクセス法です。まず、
DockなどからFinderを開きます。②の
家＝homeアイコンを選択します。これ
がstudentというユーザのホームディ
レクトリ（ホームフォルダ）になりま
す。

①

②



MacのFinderで…3

20

①の場所へのアクセス法です。まず、
DockなどからFinderを開きます。②の
家＝homeアイコンを選択します。これ
がstudentというユーザのホームディ
レクトリ（ホームフォルダ）になりま
す。③Usersは④ユーザ、⑤studentは
⑥studentに対応しています。

③ ⑤

④ ⑥



MacのFinderで…4

21

なお、Finderで表示した①studentに
は、半透明のフォルダやファイルが表
示されていることがあります。これら
は隠しフォルダや隠しファイルと呼ば
れるもので、「command」＋「shift」
＋「.」で表示・非表示を切り替える
ことができます。（ターミナルで隠し
フォルダや隠しファイルを表示する方
法は後述。）

①



MacのFinderで…5

22

なお、Finderで表示した①studentに
は、半透明のフォルダやファイルが表
示されていることがあります。これら
は隠しフォルダや隠しファイルと呼ば
れるもので、「command」＋「shift」
＋「.」で表示・非表示を切り替える
ことができます。（ターミナルで隠し
フォルダや隠しファイルを表示する方
法は後述。）ターミナルでは②
Libraryフォルダが表示されています
が、Finderでは③ライブラリフォルダ
は隠しフォルダとして扱われており、
これはMacの仕様によるようです。

①

②

③



MacのFinderで…6

23

このホームディレクトリ上に、.(どっ
と)から始まる隠しファイル以外の
ファイルをおいてみましょう。ここで
は、①Temp.pptxというファイルをお
いてみました。

①



①

MacのFinderで…7

24

このホームディレクトリ上に、.(どっ
と)から始まる隠しファイル以外の
ファイルをおいてみましょう。ここで
は、①Temp.pptxというファイルをお
いてみました。この状態で、ターミナ
ルで今いる場所のファイルやフォルダ
を表示する、②lsコマンドを再度実行。
確かに①で見えているものと同じ
Temp.pptxが見えています。

②
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上下矢印キーで…1

26

ここまで、「ls, pwd, ls」の順で3つ
のコマンドを打ちました。この程度で
あれば1文字ずつの入力で十分ですが、
実際の解析では非常に長いコマンドを
打つこともあり、打ち損じでエラーが
出ることもあります。そのため、
「キーボードの上矢印キーを押して、
以前打ち込んだコマンドを再表示させ
て実行する」テクニックがよく使われ
ます。



上下矢印キーで…2

27

ここまで、「ls, pwd, ls」の順で3つ
のコマンドを打ちました。この程度で
あれば1文字ずつの入力で十分ですが、
実際の解析では非常に長いコマンドを
打つこともあり、打ち損じでエラーが
出ることもあります。そのため、
「キーボードの上矢印キーを押して、
以前打ち込んだコマンドを再表示させ
て実行する」テクニックがよく使われ
ます。例えば上矢印キーを1回押すと、
①の部分に、直前に実行した②のlsが
表示されます。

②

①



上下矢印キーで…3

28

ここまで、「ls, pwd, ls」の順で3つ
のコマンドを打ちました。この程度で
あれば1文字ずつの入力で十分ですが、
実際の解析では非常に長いコマンドを
打つこともあり、打ち損じでエラーが
出ることもあります。そのため、
「キーボードの上矢印キーを押して、
以前打ち込んだコマンドを再表示させ
て実行する」テクニックがよく使われ
ます。例えば上矢印キーを1回押すと、
①の部分に、直前に実行した②のlsが
表示されます。上矢印キーをもう1回
押すと、①の部分に、③のpwdが表示
されます。

①

③



上下矢印キーで…4

29

ここまで、「ls, pwd, ls」の順で3つ
のコマンドを打ちました。この程度で
あれば1文字ずつの入力で十分ですが、
実際の解析では非常に長いコマンドを
打つこともあり、打ち損じでエラーが
出ることもあります。そのため、
「キーボードの上矢印キーを押して、
以前打ち込んだコマンドを再表示させ
て実行する」テクニックがよく使われ
ます。例えば上矢印キーを1回押すと、
①の部分に、直前に実行した②のlsが
表示されます。上矢印キーをもう1回
押すと、①の部分に、③のpwdが表示
されます。上矢印キーをさらにもう1
回押すと、①の部分に、④のlsが表示
されます。行き過ぎたら、下矢印キー
を押せばよいです。

④

①
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clearコマンド1

31

赤枠のウィンドウ全体をターミナルと
といいます。ここに多数のファイルを
表示させたり、多数のコマンドを打ち
込んでいくと、だんだん全体が見づら
くなってきます。このとき、ターミナ
ル画面全体を一旦クリアすべく、①
clearコマンドがよく実行されます
(control + LキーでもOK)。

①



clearコマンド2

32

赤枠のウィンドウ全体をターミナルと
か端末といいます。ここに多数のファ
イルを表示させたり、多数のコマンド
を打ち込んでいくと、だんだん全体が
見づらくなってきます。このとき、
ターミナル画面全体を一旦クリアすべ
く、①clearコマンドがよく実行され
ます(control + LキーでもOK)。実行
後の状態。こんな感じになればOKです。
以後は、特に断りなく適宜clearコマ
ンドを実行します。
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コマンドオプション1

34

ターミナル画面は、①pwdとlsの実行
結果を表示。Finderのほうも現在の
ディレクトリ(カレントディレクトリ
といいます)は、②ホームディレクト
リ（ホームフォルダ）になっています。
表示内容はほぼ一致していますが、、①

②



コマンドオプション2

35

①

③

②

ターミナル画面は、①pwdとlsの実行
結果を表示。Finderのほうも現在の
ディレクトリ(カレントディレクトリ
といいます)は、②ホームディレクト
リ（ホームフォルダ）になっています。
表示内容はほぼ一致していますが、
ターミナル画面で見えている③
Libraryフォルダが、Finderでは表示
されていません。これはMacの仕様の
ようです（例外的）。



コマンドオプション3

36

①

④

設定によって、Finderで④のような半
透明の隠しファイル（や隠しフォル
ダ）が表示されていることされている
ことがあります。（command + shift 
+ .を繰り返すことで、表示・非表示
を切り替えることができます。）ター
ミナルでも同様に隠しファイルや隠し
フォルダを表示する方法は、コマンド
オプションを使用します。

②

③



コマンドオプション4
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⑤

多くのLinuxコマンドにはオプション
があります。例えば、lsにはaオプ
ションやl(える)オプションがあり、
併用もできます。⑤「ls -a」は、aオ
プションの使用例です。 aはallの略
であり、隠しファイルを含む全ての
ディレクトリやファイルを表示するた
めのオプションです。



コマンドオプション5

38

⑤「ls -a」実行結果。確かに通常の
フォルダやファイルだけでなく、.で
始まる隠しフォルダや隠しファイルも
全て表示されていることがわかります。

⑤



コマンドオプション6
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次は、⑥「ls -l」。「えるえす、ス
ペース、ハイフン、える」です。lは、
longの略で、より長い情報(詳細な情
報)を得たい場合によく利用します。

⑥



コマンドオプション7

40

次は、⑥「ls -l」。「えるえす、ス
ペース、ハイフン、える」です。lは、
longの略で、より長い情報(詳細な情
報)を得たい場合によく利用します。
確かに、Finderで見えている⑦更新日
時とファイルサイズの情報は、⑧の情
報とよく似ていることがわかります。

⑧

⑦



コマンドオプション7
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次は、⑥「ls -l」。「えるえす、ス
ペース、ハイフン、える」です。lは、
longの略で、より長い情報(詳細な情
報)を得たい場合によく利用します。
確かに、Finderで見えている⑦更新日
時とファイルサイズの情報は、⑧の情
報とよく似ていることがわかります。
⑨のようにlとaオプションを併用する
ことで、隠しファイルの詳細な情報も
同時に表示させることができます。オ
プションの順番は気にする必要はなく、
「ls -al」でもかまいません。

⑨
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cdコマンドで…1

43

さきほどの①「ls -la」実行結果の続
き。②のあたりの話をします。

②

①



cdコマンドで…2
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さきほどの①「ls -la」実行結果の続
き。②のあたりの話をします。
③.(どっと)は、現在のディレクトリ
(つまりカレントディレクトリ)のこと
です。

③



cdコマンドで…3

45

ここはstudentさんのホームディレク
トリなので、④1番左がディレクトリ
(directory)を意味するdに、そして⑤
の部分がstudentになっていると解釈
すればよいです。

④

⑤



cdコマンドで…4
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⑥..(どっとどっと)は、1つ上のディ
レクトリのことです。この場合は、⑦
Usersという名前のディレクトリのこ
とです。

⑥

⑦

⑦

⑦



cdコマンドで…5
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⑥..(どっとどっと)は、1つ上のディ
レクトリのことです。この場合は、⑦
Usersという名前のディレクトリのこ
とです。作業ディレクトリ(カレント
ディレクトリ)を1つ上のディレクトリ
⑦に変更(change directory)したい場
合は、⑧「cd ..」(しーでぃー、ス
ペース、どっと、どっと)。

⑧

⑦

〜〜

⑥

⑦

⑦



cdコマンドで…6

48

〜〜

⑩ ⑨

⑪

⑦

⑦

⑥..(どっとどっと)は、1つ上のディ
レクトリのことです。この場合は、⑦
Usersという名前のディレクトリのこ
とです。作業ディレクトリ(カレント
ディレクトリ)を1つ上のディレクトリ
⑦に変更(change directory)したい場
合は、⑧「cd ..」(しーでぃー、ス
ペース、どっと、どっと)。⑨student
から、1つ上の⑩/Usersに移動してい
るので、⑪/Usersという表示になった
のだと解釈すればよいです。



cdコマンドで…7

49

〜〜

⑫

⑫

⑫

⑥..(どっとどっと)は、1つ上のディ
レクトリのことです。この場合は、⑦
Usersという名前のディレクトリのこ
とです。作業ディレクトリ(カレント
ディレクトリ)を1つ上のディレクトリ
⑦に変更(change directory)したい場
合は、⑧「cd ..」(しーでぃー、ス
ペース、どっと、どっと)。⑨student
から、1つ上の⑩/Usersに移動してい
るので、⑪/Usersという表示になった
のだと解釈すればよいです。また、こ
れまでずっと見えていた⑫~(ちるだ)
は、studentさんのホームディレクト
リ(つまり/Users/student)に相当する
ものです。

⑫



cdコマンドで…8

50

この場所(/Users)で、①ls。/Users直
下には②studentと③Sharedという
ディレクトリがあり、Finderで表示し
た場合の④studentフォルダと⑤共有
フォルダに一致しています。

①

②③

④ ⑤
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現在の作業ディレクトリ(カレント
ディレクトリ)は、/Users。この場所
(つまり.)のFinderを開きたい場合は
「open .」。openがコマンドで、その
後にある.が開く場所の情報に相当し
ます。

①
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現在の作業ディレクトリ(カレント
ディレクトリ)は、/Users。この場所
(つまり.)のFinderを開きたい場合は
「open .」。openがコマンドで、その
後にある.が開く場所の情報に相当し
ます。すぐに赤枠で示すような新規エ
クスプローラが開きます。

①
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ここまではMacのFinder経由で、Linux
側の任意の場所を眺める手段を説明し
てきました。次は、Linux側からMacの
任意のフォルダにアクセスする手段を
解説します。
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ここでは、Macの一番大元といってよ
い①Macintosh HDへのアクセス方法を
示します。このMacの環境では、赤枠
の場所になります。

①

①
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①

①

②

ここでは、Macの一番大元といってよ
い①Macintosh HDへのアクセス方法を
示します。このMacの環境では、赤枠
の場所になります。ここでは②/Users
になっていますが、Linux側の現在の
ディレクトリ(カレントディレクトリ)
はどこでもよいです。
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③

④

ここでは、Macの一番大元といってよ
い①Macintosh HDへのアクセス方法を
示します。このMacの環境では、赤枠
の場所になります。ここでは②/Users
になっていますが、Linux側の現在の
ディレクトリ(カレントディレクトリ)
はどこでもよいです。打ち込むのは、
③「cd /」。最上位のディレクトリ
(ルートディレクトリ)を意味する
「/」です。実行後に、確かにカレン
トディレクトリが④/に変更されてい
るのがわかります。
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⑤ls -aで中身をリストアップ。見え
方はヒトそれぞれです。

⑤
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Linux側で見えている左側の赤枠内と、
①Finderで見えている右側の赤枠内が
完全に対応しているわけではありませ
んが、右側(Finder)で見えているもの
は全て左側(Linux)でも見られます。

①
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多くのヒトは、②「ユーザ」フォルダ
に普段利用するファイルを置いている
と思いますが、それは③「Users」
ディレクトリに対応します。

③

②
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多くのヒトは、②「ユーザ」フォルダ
に普段利用するファイルを置いている
と思いますが、それは③「Users」
ディレクトリに対応します。Users
ディレクトリに移動して中身を表示す
べく、④「cd Users」と「ls」を実行。
表示結果はヒトそれぞれ。

④
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⑤

多くのヒトは、②「ユーザ」フォルダ
に普段利用するファイルを置いている
と思いますが、それは③「Users」
ディレクトリに対応します。Users
ディレクトリに移動して中身を表示す
べく、④「cd Users」と「ls」を実行。
表示結果はヒトそれぞれ。⑤の表示結
果の中に、⑥Finderで見えている2つ
のフォルダ(studentと共有)が確かに
存在することがわかります。こんな感
じで任意のフォルダに移動していけば
よいです。

⑥
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